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下関市をざっくりとご紹介

１．本州のすみっこです。
２．山口県で最も人口が多いです。
３．結構広いです（＞東京23区、淡路島）

４．意外と便利なまちです。



１．都会と田舎のバランスが絶妙です

2005年に1市4町が合併し、都会と田舎が共存するまちに。
2023年 第11回「住みたい田舎ランキング」では全国3位に！



２．まちを歩けば、歴史に当たります。

・武士社会の幕開けとなった「壇ノ浦の合戦」

・宮本武蔵と佐々木小次郎の「巌流島の決闘」

・近代化のきっかけ「下関戦争（馬関戦争）」

・明治維新の発端といわれる「功山寺決起」

・近代国家へと脱皮をとげた「下関条約」



３．食が本当に豊かです。



４．とてつもなく美しいまちです。



５．実は、アウトドアの聖地です。



６．チャレンジが生まれやすいまちです。



７．これからも話題が尽きないまちです。



思わず住みたくなるまちですよね！？
それでは後編！課題について。



８．市全体の人口が減っています。



９．豊北地域の減少数・減少率が際立っています。



１０．豊北地域の2人に1人以上が高齢者です（57.4％）



１１．地域の人たちも言います。
「豊北はもう終わった」。
「完全にオワコンのまちだ」・・・と。



１２．しかし、「角島・角島大橋」には
年間100万人以上の観光客が来ています。
移住希望者が最も多いのも豊北地域です。



１３．ただ、住める物件が非常に少ないです。
空き家や未利用の行政財産は沢山あります。



１４．リノベーションすれば雇用が生まれそうな
施設も沢山あります。



１５．今年度からリノベーションまちづくりに
取り組み始めています。



１６．パソナグループと地域活性化包括連携協定を
締結しました。

パソナグループから派遣職員を
受け入れ



１７．リノベーションまちづくりの
キックオフミーティングも開催しました。

参加総数：73名（地域内外住民、事業者、行政職員、メディア、アドバイザー）



１８．地域に有志の家守事業団体も立ち上がりました！
（一般社団法人たきびれっじ）



１９．過疎地域での新たな働き方モデルを目指し、
テレワーク人財の育成プログラムもスタート！



２０．豊北に、志と人財が集まり始めています。



２１．‟豊北Lab“で一緒にチャレンジしませんか？

・地方移転に興味がある、地方でのサテライトオフィス展開を検討している方

・地方でのサテライト拠点進出の事例を知りたい方

・働き方改革の推進に取り組んでいる、または興味、関心のある方

・地方での商品開発や事業連携、実証実験、研究など、事業開発を模索中の企業の方

・地方での人材採用や育成、多様な働き方の進め方を模索中の企業の方

・全国に先駆けた山口県の取組を知りたい方



２２．豊北での事業共創と企業誘致を目指す
ワーケーションツアーも開催します。
よろしければご応募ください！

説明会URL↓



▽▼お問合せ先▼▽

下関市役所豊北総合支所 地域政策課
電話：083‐782-1914
メール：hhchiiki@city.shimonoseki.yamaguchi.jp


